
コミュニティバスの再編から始まった
岩手県矢巾町の公共交通政策

矢巾町企画財政課 花立孝美



誰も乗らない１周１時間半のコミュニティバス
改編から

交通空白地が多数存在週２回４便の北回り南回り



誰も乗らない１周１時間半のコミュニティバス
改編から

かつての“さわやか号”
と停留所



空気を運ぶバスではだめだ！

平成１３年から始まったコミュニティバス。
平成１９年には、年間 ８，１５９人利用。
平成３０年には、年間 ３，２７４人に！

「空気を運んでいる」
と揶揄

平成２９年６月 議会で「交通に関する特別委員会」設置

平成２９年１月 「矢巾町地域公共交通会議」設置

平成３０年１月 「矢巾町地域公共交通網形成計画」策定



目指した姿
公共交通空白地区を解消するとともに、需要に応じた運行
に切り替えることで、利便性・効率性の高い公共交通ネッ
トワークを構築する。



成果１：予約型乗合バス「のりあい号」

公共交通空白地の解消！
町内すべての乗降所間の移動が可能に！



成果１：予約型乗合バス「のりあい号」
ドアトゥドアではなく、乗降所から乗降所までの移
動。（タクシーとの差別化）
乗降所は地域からの要望で増やすことが可能。
原則乗車の３０分前までに電話で予約。
初めての場合は自宅の住所や氏名などの登録が必要。



成果２：市街地循環バス「やはばす」

学生がデザイン（題字含む）した「やはばす」。
矢巾町と宮沢賢治が縁があることから銀河鉄道を
イメージしています。
両側で異なるデザインで目を惹きます。



成果２：市街地循環バス「やはばす」

路線は矢幅駅と医大を
結ぶ線と、これに加え
駅周辺ショッピングセ
ンターまでを回る路線
の２種類があります。



成果２：市街地循環バス「やはばす」

学生デザインのバス
と停留所


